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第
53
回
入
学
式  

       
 
 

～
新
入
生
一
七
九
名
～ 

  

四
月
八
日
、
満
開
の
桜
の
花
の
も
と
、
入
学
式
を

行
い
ま
し
た
。 

今
年
度
も
、
新
入
生
と
教
職
員
、
父
母
と
教
師
の

会
会
長
、
学
校
運
営
協
議
会
長
、
保
護
者
だ
け
で
の

入
学
式
で
し
た
が
、
全
員
堂
々
と
し
た
姿
で
入
場
し
、

新
入
生
を
代
表
し
て
、

南
部
小
学
校
卒
業
の
工

藤
武
尊
（
た
け
る
）
さ
ん

が
、
「
『
ど
こ
に
行
っ
て

も
自
分
次
第
』
と
い
う

言
葉
を
座
右
の
銘
に
し

て
、
３
つ
の
出
会
い
（
仲

間
・
勉
強
・
部
活
動
）
を

大
切
に
し
て
頑
張
り
た

い
。」
と
、
立
派
な
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

一
年
生
一
七
九
名
、
二
年
生
一
六
三
名
、
三
年
生

一
八
二
名
、
全
校
生
徒
五
二
四
名
（
昨
年
度
よ
り
七

名
減
）、
教
職
員
五
七
名
で
、
今
年
度
の
陵
南
中
学

校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

※
今
年
度
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。 
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級
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級
主
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級
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３
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澤
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膳
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膳
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膳
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昨
年
度
の
三
月
七
日
に
、
令
和
五
年
度
第
一
回
学

校
運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
右
下
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
、
下
記
の
学
校
経
営
基
本
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
職
員
一
同
、
こ
の
基
本
方
針
を
元
に
、
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 令
和
五
年
度 

学
校
経
営
基
本
方
針 

 

建
学
の
精
神 

【
３
Ｓ
精
神
】 

○
「
責
任
」
○
「
信
頼
」
○
「
誠
実
」 

 教
育
目
標 

「
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
、 

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
」 

 

経
営
方
針 

１ 

教
育
課
程
の
工
夫 

 
 
 
 
 
 
 

（
１
）
調
和
の
と
れ
た
教
育
課
程
の
編
成 

（
２
）
探
究
型
学
習
に
よ
る
確
か
な
学
力
の
向
上 

（
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
実
践
と 

「
陵
南
ブ
ラ
ン
ド
化
」
構
想
の
推
進 

２ 
個
を
大
切
に
し
た
指
導
の
充
実 

 
 
 
 

（
１
）
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
自
己
肯
定
感
・
自
己
存
在
感
、 

自
尊
感
情
の
向
上 

（
２
）
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
う
教
育
相
談
の 

充
実 

（
３
）
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
特
別
支 

援
教
育
の
充
実 

３ 

教
師
集
団
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
向
上 

 

（
１
）
教
師
と
し
て
の
専
門
性
の
追
求
と
協
働
性
の
醸
成 

（
２
）
地
域
移
行
を
見
据
え
た
部
活
動
指
導 

（
３
）
各
種
評
価
の
積
極
的
な
活
用
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る 

運
営
改
善 

 

 

～ 

三
年
ぶ
り
の
新
入
生
歓
迎
会
実
施 

～ 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
月
一
三
日(

木)

に
、
新

入
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
生

徒
会
執
行
部
作
成
の
「
陵
南

中
生
の
一
日
」
が
上
映
さ
れ
、

中
学
校
生
活
の
注
意
点
や
専

門
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
部
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
部

活
動
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

  

★
五
月
一
六
日
～
一
八
日
は
学
校
開
放
日 

 
 

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
年
間
に
数

回
で
は
あ
り
ま
す
が
、
保
護
者
の
方
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
々
に
も
、
生
徒
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
く

機
会
を
設
定
し
ま
し
た
。
是
非
、
生
徒
の
学
校
生
活

の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
来
校
を
お
待
ち
い
た

し
ま
す
。 

＊
午
前
八
時
四
〇
分
～
十
二
時
三
〇
分
ま
で
自
由
参
観 

 
 

 

～
地
区
駅
伝
男
子
三
位
・
女
子
二
位
～ 

 
 

四
月
二
〇
日
、
地
区
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
子
チ
ー
ム
は
、
三
年
の
熊
澤
涼
太
さ
ん

（
二
区
）
と
安
達
直
人
さ
ん
（
五
区
）
が
区
間
賞

を
と
り
，
総
合
三
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。 

女
子
チ
ー
ム
は
、
佐
藤
樹
音
さ
ん
（
二
区
）
が

区
間
賞
で
総
合
二
位
と
な
り
、
県
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。
最
初
の
中
体
連
大
会
で
、
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
、
陵
南
中
に
勢
い
を
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。 

「輝く未来の創造」～新たなチャレンジ～ 

工夫を凝らした部活動紹介 


